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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　

公
的
任
務
の
公
共
化
に
か
か
る
法
学
的
課
題
（
一
）　

─
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
共
化
論
の
動
向
を
参
考
と
し
て
─
─

矢　
　

島　
　

聖　
　

也

は
じ
め
に

第
一
章　

近
年
に
お
け
る
公
共
化
論
の
展
開
（
以
上
、
本
号
）

第
二
章　

公
共
化
の
決
定
に
か
か
る
法
的
基
準

第
三
章　

公
共
化
後
の
組
織
形
成
に
か
か
る
論
点

お
わ
り
には

じ
め
に

　

国
家
に
は
い
か
な
る
役
割
が
要
請
さ
れ
る
か
。
こ
の
問
題
は
絶
え
ず
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
歴
史
的
な
国
家
観
の
変
遷
に
も
そ
の
一

端
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
人
々
が
国
家
か
ら
の
自
由
を
獲
得
し
て
間
も
な
い
一
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
国
家
に
は
秩
序
維
持
と
い
う
必
要

最
低
限
の
任
務
の
み
を
担
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
（
夜
警
国
家
）。
し
か
し
、
次
第
に
国
家
の
社
会
に
対
す
る
介
入
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
世
紀
に
は
社
会
保
障
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
家
は
積
極
的
に
社
会
に
対
す
る
給
付
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
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論　　　説

い
っ
た
（
福
祉
国
家
）。
市
場
経
済
に
対
す
る
国
家
の
対
応
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
夜
警
国
家
の
下
で
は
、
私
人
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

の
唱
え
る
「
見
え
ざ
る
手
」
の
旗
印
の
下
、
市
場
経
済
に
全
幅
の
信
頼
を
置
き
、
国
家
に
対
し
て
自
由
放
任
（
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
）

を
要
求
し
て
い
た
。
し
か
し
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
、
経
済
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
、
国
家
に
は
一
定
の
市
場
介
入
が
要
請
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
公
的
な
性
格
を
有
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
家
自
ら
が
こ
れ
を
遂
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
福
祉
国
家
の
下
で
は
国
家
任
務
が
増
大
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
家
の
財
政
を
圧
迫
し
、
業
務
的
に
も
多
大
な
る
負
担
を
強

い
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
世
紀
終
盤
以
降
、
世
界
各
国
の
政
府
は
、
新
自
由
主
義
の
潮
流
に
乗
り
、
挙
っ
て
民
間
化
を
含

む
行
政
改
革
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
家
任
務
を
縮
減
し
、
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
再
び
「
小
さ
な
政
府
」
を

志
向
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
間
化
措
置
は
、
た
し
か
に
「
小
さ
な
政
府
」
の
方
向
へ
と
逆
戻
り
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、
決

し
て
夜
警
国
家
に
戻
る
わ
け
で
は
な
い
。
福
祉
国
家
ほ
ど
積
極
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
国
家
は
公
的
任
務
に
対
し
て
必
要
最
低
限
度
の

関
心
を
と
ど
め
て
お
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
公
的
任
務
を
民
間
化
し
た
後
も
な
お
、
国
家
は
、

当
該
任
務
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
保
障
す
べ
き
立
場
に
あ
る
と
も
論
じ
ら
れ
て
お
り
（
保
障
国
家
論
）、
こ
の

議
論
は
わ
が
国
の
公
法
学
に
お
い
て
も
注
目
を
集
め
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
間
化
の
潮
流
が
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
程
度
続
い
て
き
た
が
、
二
一
世
紀
に
入
り
、
こ
の
潮
流
に
も
変
化
が
生
じ
た
。

民
間
化
さ
れ
た
任
務
を
、
私
人
が
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
あ
る
い
は
民
間
化
事
業
の
期
間
満
了
に
伴
い
、
任
務
が

行
政
の
手
に
取
り
戻
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
公
共
化
現
象
が
、
各
国
で
自
治
体
を
中
心
に
相
次
い
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
象
は
、
国
家
に
よ
る
任
務
遂
行
が
再
び
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
国
家
に
要
求
さ
れ
る
任
務
の
範
囲
は
、
時
代
や
世
論
の
変
化
に
応
じ
て
増
減
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
今
日
ま
さ

に
そ
の
転
換
期
が
到
来
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
公
法
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
転
換
期
に
直
面
す
る
た
び
に
、
単
に
国
家
の
任
務
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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　

の
増
減
に
関
す
る
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
従
来
と
は
異
な
る
新
た
な
視
座
が
提
供
さ
れ
て
き
た
。
同
様
に
、
公
共
化
現
象
を
分
析
す
る

こ
と
で
、
公
法
学
に
と
っ
て
の
新
た
な
問
題
解
決
の
視
座
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
本
稿
は
、
そ
の
基
礎
と
し
て
、

公
的
任
務
の
公
共
化
に
か
か
る
論
点
を
整
理
し
、
今
後
の
議
論
の
展
望
を
得
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
近
年
に
お
け
る
公
共
化
論
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
し
た
の
ち
、
公
共
化
の
概
念
や
公
共
化
論
の
関
心
事
、
そ

の
評
価
と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
項
に
つ
き
整
理
す
る
。
そ
の
後
、
第
二
章
で
は
、
公
共
化
を
決
定
す
る
際
の
法
的
基
準
に
か
か
る
論
点

に
、
第
三
章
で
は
、
公
共
化
後
の
組
織
形
成
に
か
か
る
論
点
に
焦
点
を
当
て
る
。
も
っ
と
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
公
法
学
の
観
点

か
ら
公
共
化
を
論
ず
る
者
は
未
だ
数
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
論
点
整
理
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
た
い
。
第
一
に
、
近
年
、
公
共
化
の
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
公
法
学
の
観
点
か
ら
も
公
共
化
が

活
発
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
公
法
学
も
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
公
共
化
論
に
関
し
て
も
多
く
の
示
唆
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
比
較
対
象
と
し
て
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
参
照
す
る
。
第
二
に
、
近
年
に
み
ら
れ

る
公
共
化
現
象
は
、「
民
間
化
へ
の
反
対
運
動
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
再
公
共
化
」
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
一
見
し
た
と
こ

ろ
で
は
「
民
間
化
と
は
正
反
対
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
評
価
し
う
る
。
し
か
し
、
公
的
任
務
を
「
民
間
へ
」
と
移
転
す
る
の
か
「
公
共
へ
」

と
移
転
す
る
の
か
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
両
者
の
ベ
ク
ト
ル
は
正
反
対
で
あ
る
も
の
の
、
公
的
任
務
の
再
配
分
と
い
う
点
で
同
種

の
現
象
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
両
者
を
包
括
的
に
議
論
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
民
間
化
と
公
共
化
が
密
接
な

関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
民
間
化
と
公
共
化
の
議
論
を
対
比
さ
せ
つ
つ
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
章　

近
年
に
お
け
る
公
共
化
論
の
展
開

　

公
共
化
に
関
す
る
詳
細
な
議
論
に
立
ち
入
る
前
に
、
ま
ず
は
公
共
化
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま

（阪大法学）69（5-181）　999 〔2020. 1 〕



論　　　説

ず
は
わ
が
国
に
お
け
る
公
共
化
論
の
現
状
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
わ
が
国
の
公
共
化
論
は
、
個
々
の
事
業
領
域
、
主
に
世

界
各
国
に
お
け
る
水
道
事
業
や
電
力
供
給
事
業
の
公
共
化
に
か
か
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
両
事

業
に
お
い
て
は
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
公
共
化
に
至
る
経
緯
が
大
き
く
異
な
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
水
道
事
業
と
電
力
供
給
事
業

の
公
共
化
に
つ
い
て
、
事
例
と
と
も
に
既
存
の
研
究
を
確
認
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
公
共
化
の
一
例
、
お
よ
び
公

法
学
に
お
け
る
先
行
研
究
を
確
認
し
て
、
公
共
化
論
の
現
在
の
到
達
点
を
把
握
す
る
（
第
一
節
）。
続
い
て
、
公
共
化
の
概
念
や
対
象

等
、
本
稿
の
議
論
の
基
礎
に
つ
い
て
整
理
す
る
が
、
わ
が
国
の
公
共
化
論
だ
け
で
は
十
分
な
議
論
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ

き
、
対
の
現
象
で
あ
る
民
間
化
に
か
か
る
わ
が
国
の
議
論
を
ご
く
簡
単
に
確
認
し
た
う
え
で
（
第
二
節
）、
議
論
の
蓄
積
が
豊
富
な
ド

イ
ツ
の
公
共
化
論
を
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
（
第
三
節
）。

第
一
節　

公
共
化
に
か
か
る
事
例
分
析

一　

世
界
的
な
水
道
事
業
公
共
化
の
波

　

昨
今
、
公
共
化
が
最
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
が
水
道
事
業
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
に
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
水
道
事
業
の
民
間
化
を
認
め
る
水
道
法
改
正
法
案
が
可
決
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
公
共
化
の
事
例
が

確
認
さ
れ
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
世
界
的
に
み
れ
ば
、
明
確
な
公
共
化
の
潮
流
が
み
て
と
ら
れ
る
。
国
際
的
な
研
究

機
関
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
“Water Rem

unicipalisation T
racker

”は
、
か
つ
て
民
間
化
さ
れ
た
水
道
事
業
に
つ

き
、
再
公
営
化
（rem

unicipalisation

）
が
な
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
協
議
中
で
あ
る
世
界
各
国
の
自
治
体
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
一
五
間
に
三
七
ヵ
国
二
三
五
の
自
治
体
に
お
い
て
水
道
事
業
が
再
公
営
化
さ

れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
九
年
以
降
は
、
再
公
営
化
件
数
の
増
加
率
が
そ
れ
ま
で
の
三
倍
ほ
ど
に
ま
で
上
が
っ
て
い
る
と
報
告
さ

（
1
）

（阪大法学）69（5-182）　1000〔2020. 1 〕
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れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
な
再
公
共
化
の
波
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
、
具
体
的
か
つ
代
表
的
な
事
例
と
し
て
、

ポ
ツ
ダ
ム
市
の
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。

　

ポ
ツ
ダ
ム
市
で
は
、
一
九
九
七
年
ま
で
、
市
が
一
〇
〇
％
を
出
資
す
る
ポ
ツ
ダ
ム
水
道
事
業
有
限
会
社
が
上
下
水
道
事
業
を
担
っ
て

き
た
が
、
一
九
九
八
年
に
、
コ
ス
ト
の
削
減
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
、
世
界
的
に
活
動
す
る
大
企
業
の
子
会
社
で

あ
る
オ
イ
ラ
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
（Euraw

asser

）
と
の
間
で
、
公
私
協
働
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
公
私
協
働
契
約
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
水
道

事
業
有
限
会
社
の
株
式
の
四
九
・
九
％
を
売
却
す
る
こ
と
で
オ
イ
ラ
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
が
ポ
ツ
ダ
ム
市
の
上
下
水
道
事
業
の
経
営
に
加
わ
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
民
間
化
が
な
さ
れ
る
と
、
オ
イ
ラ
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
は
契
約
上
の
価
格
変
更
条
項
に
基
づ
き
、

徐
々
に
料
金
を
引
き
上
げ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
は
、
契
約
上
留
保
さ
れ
て
い
る
影
響
力
行
使
の
た
め
の
手
段
を
実
効
的
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
価
格
上
昇
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
契
約
の
全
体
構
造
が
市
に
と
っ
て

不
利
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
に
市
は
本
件
契
約
を
中
途
解
約
し
、
市
の
経
営
す
る
私
法
形
式
の
企
業
で

あ
る
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
（Stadtw

erke
）
を
通
じ
て
株
式
を
買
い
戻
す
こ
と
で
、
上
下
水
道
事
業
の
再
公
営
化
が
な
さ
れ
た
。

　

水
道
事
業
に
か
か
る
他
の
多
く
の
公
共
化
事
例
で
も
、
右
の
事
例
と
同
様
に
、
効
率
性
の
低
下
や
自
治
体
に
よ
る
統
制
の
欠
如
が
顕

在
化
し
た
こ
と
が
公
共
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
水
道
事
業
の
公
共
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
主

に
水
道
民
間
化
を
批
判
的
に
語
る
文
脈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
岸
本
聡
子
は
、
世
界
各
地
に
お
け
る
水
道
事
業
の
再
公
営
化
の
調
査
を
経

て
、「
ど
う
考
え
て
も
、
民
営
水
道
の
コ
ス
ト
は
公
共
で
や
る
よ
り
も
高
く
な
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
事
業
を
民
間

企
業
に
委
ね
る
こ
と
で
、
利
益
は
ま
ず
株
主
に
配
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
公
私
協
働
に
か
か
る

知
見
を
有
す
る
専
門
家
を
介
在
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
、
さ
ら
に
は
民
間
化
後
に
お
い
て
も
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
に
コ
ス
ト
が
肥
大

化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
再
公
共
化
も
、
明
ら
か
に
公
営
の
方
が
効
率
が
よ
い
と
い
う

（
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理
由
で
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ひ
と
た
び
民
間
化
が
な
さ
れ
れ
ば
契
約
を
変
更
・
停
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
岸
本
は
再

公
共
化
の
教
訓
と
し
て
、
最
初
か
ら
民
間
化
を
選
択
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
賴
俊
輔
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
再
公
共
化

事
例
に
加
え
、
世
界
の
潮
流
に
反
し
て
公
営
に
よ
り
水
道
改
革
を
成
功
さ
せ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
事
例
を
引
き
合
い

に
出
し
、
日
本
の
水
道
事
業
民
間
化
の
動
き
は
「
世
界
の
水
道
事
業
が
進
ん
で
い
る
方
向
性
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な

い
」
と
批
判
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
近
年
に
み
ら
れ
る
水
道
事
業
の
公
共
化
事
例
は
、
全
体
的
な
件
数
に

比
べ
て
僅
少
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
無
視
で
き
る
数
値
で
あ
る
と
指
摘
す
る
者
も
い
る
。

二　

電
力
供
給
の
分
野
に
お
け
る
事
例
分
析

　

公
共
化
が
頻
繁
に
論
じ
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
分
野
と
し
て
、
電
力
供
給
の
分
野
が
挙
げ
ら
れ
る
。
最
も
有
名
な
の
が
ド
イ
ツ
の
ハ
ン

ブ
ル
ク
市
の
事
例
で
あ
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
は
、
も
と
も
と
公
営
で
あ
っ
た
電
力
会
社
の
株
式
を
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か

け
て
民
間
企
業
の
ヴ
ァ
ッ
テ
ン
フ
ァ
ル
（V

attenfall

）
へ
と
売
却
し
、
民
間
化
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
環
境
政
策
に
力
を
入
れ
、

二
〇
一
一
年
に
は
欧
州
委
員
会
よ
り
「
欧
州
グ
リ
ー
ン
都
市
」
に
認
定
さ
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
は
、「
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
八
〇
％
の
削
減
を
目
指
す
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
べ
く
、
従
来
主
に
火
力
発
電
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
き
た
市
内
の
電
力

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
政
策
を
よ
り
実
効
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
民
間
企
業

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
促
す
よ
り
も
、
市
の
直
営
で
運
営
す
べ
き
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
九
年
に
、
発
電
お

よ
び
電
力
小
売
事
業
を
営
む
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
で
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
新
設
し
、
市
場
に
再
参
入
す
る
に
至
っ
た
。

一
方
、
配
電
網
を
必
要
と
し
、
自
然
独
占
が
成
立
す
る
配
電
事
業
に
つ
い
て
も
、
州
民
請
求
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
に
は
再
公
営
化
を

行
う
か
否
か
を
決
す
る
住
民
投
票
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
僅
差
で
は
あ
っ
た
も
の
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
市
は
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ン
フ

（
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ァ
ル
か
ら
配
電
網
の
運
営
を
担
う
シ
ュ
ト
ロ
ー
ム
ネ
ッ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
株
式
を
買
い
取
る
こ
と
で
再
公
営
化
を
行
っ
た
。

　

右
の
公
共
化
事
例
は
、
水
道
分
野
と
は
性
質
が
大
き
く
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
公
共
化
事
例
は
、
民
間
化
の
清
算
と
い
う
消
極

的
な
目
的
で
は
な
く
、
環
境
政
策
と
い
う
積
極
的
な
目
的
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
主
に
自
治
体
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
に
か
か
る
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
関
心
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。
一
つ

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
公
共
化
の
推
進
要
因
お
よ
び
背
景
で
あ
る
。
右
の
事
例
に
お
い
て
は
、
発
電
・
小
売
部
門
と
配
電
部

門
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
公
共
化
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
の
場
合
に
は
、
新
規
参
入
が
容
易
で
あ
っ
た
た
め
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
が
主

導
し
て
公
共
化
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
の
場
合
に
は
、
事
業
の
性
質
上
、
地
域
独
占
が
成
立
す
る
た
め
、
従
前
の
事
業

者
に
と
っ
て
不
利
益
の
度
合
い
が
大
き
く
、
再
公
営
化
の
ハ
ー
ド
ル
も
よ
り
高
い
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
配
電
事
業

の
再
公
営
化
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
が
市
民
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
る
が
、
法
制
度
の
異
な
る
わ
が
国
へ
の
示
唆
と
し
て
、
市
民
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
い
か
に
発
揮
さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
関
心
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る

シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
に
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
が
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
を
担
っ
て
き
た
経
験
が
あ
り
、
市
民
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。
し
た
が
っ
て
、
再
公
共
化
の
場
面
に
お
い
て
も
、
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ

ル
ケ
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
六
年
の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
的
と
し
て
、
自
治
体
が
電
力
供
給
会
社
を
設
立
す
る
例
が
み
ら
れ
る
が
、
依
然
と
し
て
広
く
普
及
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。
ゆ
え
に
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
制
度
的
な
差
異
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
の
利
点
を

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
点
は
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
限
ら
れ
る
と
い
う
見
解
も
あ
り
、
評
価
は
分
か
れ
て
い
る
。
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三　

わ
が
国
に
お
け
る
公
共
化
の
事
例

　

以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
海
外
の
公
共
化
事
例
の
分
析
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
水
道
事
業
は
公
共
化
の
段
階
に
な

い
。
ま
た
、
電
力
供
給
の
分
野
で
は
、
自
治
体
が
新
規
参
入
す
る
事
例
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
純
粋
な
意
味
で
の
公
共
化
の
事
例
は
み

ら
れ
な
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
公
共
化
の
事
例
は
、
む
し
ろ
他
の
分
野
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
明
快
な
事
例
が
、
病
院
施
設

の
再
公
営
化
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
指
定
管
理
者
制
度
を
用
い
て
民
間
化
さ
れ
た
任
務
、
す
な
わ
ち
公
共
施
設
の
管
理
に
か
か
る
任
務

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
前
述
の
水
道
事
業
の
分
野
に
お
け
る
公
共
化
と
同
様
に
、
民
間
化
の
失
敗
に
起
因
す
る
事
例

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
れ
と
は
性
質
の
異
な
る
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

　

以
前
か
ら
み
ら
れ
る
公
共
化
の
一
例
と
し
て
、
私
立
大
学
を
公
立
大
学
法
人
化
す
る
動
き
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
近
年
の
事
例
か
ら
山

口
東
京
理
科
大
学
の
事
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
よ
り
、
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
の
運

営
し
て
い
た
「
山
口
東
京
理
科
大
学
」
を
公
立
大
学
法
人
化
し
、
現
在
は
「
公
立
大
学
法
人
山
陽
小
野
田
市
立
山
口
東
京
理
科
大
学
」

と
し
て
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
基
づ
い
て
設
置
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
同
大
学
は
、
も
と
も
と
公
私
協
働
に
よ
り
地
元
自
治
体

や
地
元
産
業
界
が
用
意
し
た
土
地
や
建
物
を
用
い
て
、
県
や
市
が
大
学
を
誘
致
す
る
形
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大

学
の
経
営
状
況
が
悪
化
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
廃
学
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
、
学
校
法
人
側
か
ら
山
陽
小
野
田
市
に
対
し
て
公
立
化

の
打
診
が
な
さ
れ
た
。
市
は
、
公
立
化
が
地
方
創
生
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
学
費
が
半
額
程
度
に
な
る
こ
と
で
近
隣
か
ら
の
志

願
者
が
増
加
し
、
ひ
い
て
は
地
域
産
業
の
強
化
や
市
へ
の
定
住
促
進
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
公
立
化
に
踏
み
切
っ
た
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
の
経
営
破
綻
に
よ
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
公
共
化
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償

支
援
機
構
に
よ
る
東
京
電
力
の
株
式
買
上
げ
の
事
例
を
挙
げ
よ
う
。
本
事
例
で
は
、
二
〇
一
一
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
、
東
京
電
力
の
経
営
状
況
が
悪
化
し
た
た
め
、
政
府
は
、
電
力
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
や
、
銀
行
が
東
京
電
力
に
対
し
て
有
す
る
債

（
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権
の
不
良
債
権
化
に
よ
る
金
融
危
機
を
回
避
す
る
た
め
、
東
京
電
力
を
支
援
し
て
存
続
さ
せ
、
問
題
対
処
に
あ
た
ら
せ
る
と
の
方
針
を

と
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
認
可
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
（
現
・
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機

構
）
を
設
立
し
、
同
機
構
を
通
じ
て
出
資
を
行
い
、
二
〇
一
二
年
七
月
に
は
東
京
電
力
の
株
式
の
過
半
数
が
国
有
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
本
事
例
は
、
数
少
な
い
国
家
レ
ベ
ル
の
公
共
化
事
例
で
あ
る
点
で
も
興
味
深
い
。

四　

わ
が
国
の
公
法
学
に
お
け
る
先
行
研
究

　

以
上
の
よ
う
に
、
事
例
研
究
を
通
じ
て
、
公
共
化
の
背
景
や
動
機
等
の
事
実
的
な
側
面
は
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
公

共
化
現
象
を
法
学
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
者
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
存
在
し
な
い
。
法
学
の
観
点
か
ら
公
共
化
論

に
取
り
組
ん
だ
も
の
と
し
て
、
最
も
著
名
な
の
が
人
見
剛
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
公
営
化
論
を
整
理
し
、
公
共
化
の

定
義
、
事
例
、
理
由
と
い
っ
た
基
本
的
事
項
を
確
認
し
た
の
ち
、
補
完
性
条
項
を
中
心
に
そ
の
法
的
限
界
を
論
ず
る
。
彼
の
研
究
は
、

公
共
化
論
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の
と
し
て
、
そ
の
功
績
は
大
き
い
と
評
価
し
う
る
。
次
に
、
鈴
木
崇
弘
は
、
水
道
事
業
の
民
間

化
に
つ
い
て
論
ず
る
中
で
、
水
道
事
業
の
再
公
営
化
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
協
働
契
約
上
の
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン
」

に
関
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
再
公
共
化
に
か
か
る
契
約
上
の
事
前
準
備
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
人
員
・
財
産
・
情
報
の

取
戻
し
が
重
要
な
要
素
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
榊
原
秀
訓
は
、
自
身
の
行
政
民
間
化
に
関
す
る
著
書
に
お
い
て
、

国
際
的
な
イ
ン
ソ
ー
シ
ン
グ
（Insourcing

）
の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
限
界
を
意
識
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。
榊
原
に
と
っ
て
、
公
共
化
を
扱
う
意
義
は
、
民
間
化
に
つ
い
て
否
定
的
に
述
べ
る
趣
旨
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
法
的

議
論
に
深
く
立
ち
入
る
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
イ
ン
ソ
ー
シ
ン
グ
後
の
新
た
な
任
務
の
担
い
手
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
方
独
立
行

政
法
人
の
活
用
を
指
摘
す
る
点
は
、
本
稿
の
問
題
意
識
に
と
っ
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
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以
上
の
よ
う
に
、
公
共
化
論
に
一
定
程
度
寄
与
す
る
論
稿
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
正
面
か
ら
取
り
組
む
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

人
見
の
論
稿
を
と
っ
て
も
、
公
共
化
の
事
実
的
側
面
か
ら
法
的
限
界
に
至
る
ま
で
網
羅
的
に
扱
っ
て
い
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

議
論
を
整
理
・
素
描
す
る
に
と
ど
ま
り
、
わ
が
国
の
問
題
状
況
に
ま
で
言
及
す
る
者
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
公
共
化
に
か

か
る
法
的
議
論
に
あ
た
っ
て
は
、
先
行
研
究
の
蓄
積
が
豊
富
な
外
国
法
か
ら
示
唆
を
得
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。

第
二
節　

わ
が
国
に
お
け
る
「
民
間
化
」
の
概
念

一　

民
間
化
の
概
念

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
民
間
化
（「
民
営
化
」
な
い
し
「
私
化
」
と
も
い
う
）
は
様
々
な
内
容
を
伴
っ
て
語
ら
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
そ

の
内
容
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
わ
が
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
一
連
の
行
政
改
革
に
お
い
て
民
間
化
が
注
目
を
集
め
て

き
た
。
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
用
語
と
し
て
、「
民
間
活
力
の
活
用
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
臨
時
行
政
改
革
審
議
会
推
進
方
策
研
究
会

の
報
告
に
よ
れ
ば
、「
民
間
部
門
の
活
動
範
囲
を
拡
げ
、
公
的
部
門
の
規
制
や
保
護
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
自
主
性
を
高
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
民
間
部
門
の
公
的
部
門
へ
の
関
わ
り
を
よ
り
一
層
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
公
共
の
利
益
を
増
進

さ
せ
る
よ
う
に
民
間
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
」
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
民
間
活
力
の
活
用
」
は
、
民
間
な
い
し
は

市
場
・
競
争
原
理
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
個
人
生
活
に
お
け
る
自
立
・
自
助
原
則
の
推
進
や
、
社
会
集
団
に
お
け
る
互
助
・
連
帯
原

則
の
助
長
を
も
含
む
極
め
て
広
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
下
で
具
体
的
に
企
図
さ
れ
て
い
た
施
策
と
し
て
は
、
公
企
業
の
民
営
化
や
規
制

緩
和
に
加
え
て
、
社
会
保
障
の
削
減
に
よ
る
個
人
の
自
立
・
自
助
の
推
進
、
社
会
生
活
に
お
け
る
互
助
・
連
帯
の
促
進
等
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
間
化
は
「
民
間
活
力
の
活
用
」
の
た
め
の
一
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
わ
が
国
の
行
政
改
革
で
は
、

「
公
企
業
の
民
営
化
」
と
「
業
務
の
民
間
委
託
」
は
一
応
区
別
さ
れ
て
用
い
ら
れ
、「
民
営
化
」
と
い
う
文
言
で
一
般
に
想
起
さ
れ
た

（
19
）
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の
は
前
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
公
法
学
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
両
者
を
包
括
し
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
松
塚

晋
輔
は
、「
民
営
化
」
を
「
広
い
視
野
か
ら
均
衡
の
と
れ
た
論
理
を
展
開
す
る
」
た
め
に
、「
公
企
業
の
民
営
化
」
に
限
ら
ず
、
民
間
委

託
等
も
含
め
て
、「
国
家
的
任
務
・
公
共
的
任
務
の
私
人
へ
の
委
譲
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
民
間

化
（Privatisierung

）」
の
定
義
に
か
か
る
相
対
的
多
数
説
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
定
義
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見

解
も
み
ら
れ
な
い
で
は
な
い
も
の
の
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
公
共
化
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
範
囲
を
広
く
捉
え

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
と
対
を
な
す
「
民
間
化
」
に
つ
い
て
も
広
く
捉
え
る
趣
旨
か
ら
、
松
塚
の
定
義
に
依
拠
す
る
。

二　
「
民
間
化
」
の
類
型

　
「
民
間
化
」
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
多
様
な
現
象
形
態
が
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
議
論
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
を
同
列
に
論
ず
る
こ

と
が
適
切
で
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
い
て
は
、
民
間
化
現
象
を
類
型
化
し
て
分
析
・
考
察
す

る
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
法
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
き
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
こ
れ
に
依
拠
し
て
類

型
論
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
分
類
法
は
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
四
分
類
（「
組
織

の
民
間
化
」、「
財
産
の
民
間
化
」、「
任
務
の
民
間
化
」、「
機
能
的
民
間
化
」）
に
依
拠
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
組
織
の
民
間
化
と
は
、
三
公
社
の
民
営
化
の
よ
う
に
、
行
政
主
体
が
私
法
形
式
の
組
織
（
株
式
会
社
や
一
般
社
団
法
人
等
）

を
設
立
し
、
当
該
組
織
に
公
的
任
務
を
遂
行
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
組
織
の
民
間
化
は
、
組
織
の
法
形
式
を
公
法
形
式
か
ら
私
法
形
式

に
変
え
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
形
式
的
民
間
化
と
も
呼
ば
れ
る
。
次
に
、
財
産
の
民
間
化
と
は
、
行
政
主
体
が
所
有
す
る
財
産
を
私
人

へ
と
譲
渡
す
る
こ
と
を
い
う
（
例
え
ば
、
国
有
地
の
売
却
）。
そ
し
て
、
任
務
の
民
間
化
と
は
、
実
質
的
民
間
化
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
公
的
任
務
に
か
か
る
遂
行
責
任
を
実
質
的
に
私
人
の
側
に
移
す
こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
よ
う
に
、

（
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私
法
形
式
に
移
行
し
た
組
織
に
つ
き
、
そ
の
株
式
を
民
間
に
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
名
実
と
も
に
「
民
営
化
」
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
任
務
の
民
間
化
に
よ
り
、
行
政
主
体
は
当
該
任
務
か
ら
完
全
に
撤
退
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
が

及
ぶ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
任
務
の
民
間
化
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
組
織
の
民
間
化
に
と
ど
め
─
─
政
府
が
株
式

を
一
〇
〇
％
留
保
し
て
お
き
─
─
徐
々
に
民
間
へ
の
株
式
の
売
却
を
行
う
こ
と
で
、
段
階
的
に
進
め
て
い
く
の
が
通
常
で
あ
る
。
こ
う

し
た
一
連
の
手
法
は
、
と
り
わ
け
上
述
の
公
企
業
の
民
営
化
の
場
合
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
行
政
主
体
が
任
務
に
か
か
る
権
限
や
責
任
を
留
保
し
つ
つ
、
そ
の
遂
行
に
か
か
る
部
分
の
み
を
私
人
に
委
ね
る
こ
と

を
機
能
的
民
間
化
と
い
う
（
例
え
ば
、
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
の
指
定
）。
前
述
の
組
織
の
民
間
化
、
財
産
の
民
間
化
、
任
務
の
民

間
化
が
、
い
わ
ば
ハ
ー
ド
的
な
民
間
化
で
あ
る
の
に
対
し
、
機
能
的
民
間
化
は
公
的
任
務
の
遂
行
に
私
人
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
い
う

の
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
的
な
民
間
化
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三　

民
間
化
か
ら
公
私
協
働
へ

　

こ
う
し
た
民
間
化
の
現
象
は
、
や
が
て
「
公
私
協
働
（Public Private Partnership

）」
と
い
う
観
点
か
ら
も
論
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
公
私
協
働
論
の
下
で
は
、「
組
織
を
構
成
す
る
主
体
に
よ
り
区
別
さ
れ
る
『
公
』
的
組
織
と
『
私
』
的
主
体
が
共
に
『
社
会

管
理
機
能
』
の
事
務
（
任
務
）
を
担
う
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
二
分
は
で
き
な
い
多
様
な
事
務
（
任
務
）
の
性
質
に
応
じ
て
、
公
的
組

織
と
私
的
主
体
が
ど
の
よ
う
に
事
務
（
任
務
）
を
分
担
す
べ
き
か
、
そ
し
て
両
者
が
ど
の
よ
う
な
組
織
・
手
続
の
態
様
で
事
務
（
任

務
）
を
遂
行
す
べ
き
か
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
っ
て
捉
え
方
は
異
な
る
も
の
の
、
民
間
化
が
公
的
任
務
の
遂
行
を
「
官
か
ら
民

へ
」
と
移
行
さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
た
動
態
的
な
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
、「
公
私
協
働
」
は
、
行
政
と
私
人
が
共
同
で

公
的
任
務
を
遂
行
す
る
段
階
に
お
け
る
諸
現
象
を
示
す
静
態
的
な
概
念
で
あ
る
と
い
う
の
が
明
快
な
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な

（
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わ
ち
、
公
私
協
働
論
は
民
間
化
の
可
否
に
関
す
る
問
題
よ
り
も
、
む
し
ろ
民
間
化
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
後
の
任
務
遂
行
過
程
に
重
点

を
置
く
。
こ
の
よ
う
な
概
念
の
下
で
、
公
法
学
に
お
い
て
は
、
公
共
調
達
法
、
そ
の
際
に
締
結
さ
れ
る
公
私
協
働
契
約
、
保
障
国
家
論

と
い
っ
た
公
私
の
役
割
分
担
に
関
す
る
議
論
、
あ
る
い
は
訴
訟
に
着
目
し
て
、
賠
償
責
任
の
所
在
や
リ
ス
ク
配
分
等
に
か
か
る
議
論
が

交
わ
さ
れ
て
き
た
。

　

な
お
、「
公
私
協
働
」
の
概
念
は
、「
行
政
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
等
、
立
場
の
異
な
る
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
や
能
力
を

理
解
・
尊
重
す
る
と
同
時
に
、
相
互
に
批
判
を
受
け
入
れ
、
共
通
の
認
識
を
つ
く
り
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
力
し
て
、

様
々
な
社
会
問
題
・
公
的
課
題
に
取
り
組
む
」
と
い
う
意
味
で
、
す
な
わ
ち
公
的
任
務
の
民
間
化
と
は
異
な
る
文
脈
で
も
用
い
ら
れ
る

こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
久
保
規
子
は
、
こ
の
意
味
で
の
協
働
を
「
多
元
的
協
働
」、
右
の
よ
う
な
民
間
化
の
文
脈
に
お
け
る

公
私
協
働
を
「
分
担
的
協
働
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
多
元
的
協
働
と
は
、
多
様
な
価
値
観
・
能
力
を
有
す
る
主
体
と
協
力
す
る
中
で
、

行
政
が
「
ど
の
よ
う
に
公
的
任
務
を
実
施
し
、
多
様
な
価
値
の
実
現
を
図
る
の
か
」
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
例
え
ば
、
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る
市
民
参
加
手
続
）。
本
稿
で
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、「
公
私
協
働
」
論
を
「
分
担
的
協
働
」
の
意
味
で
用

い
る
。

第
三
節　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
公
共
化
」
の
概
念
と
評
価

一　

公
共
化
の
概
念
と
対
象

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
共
化
の
動
き
は
、
と
り
わ
け
地
域
に
お
け
る
住
民
の
生
活
に
密
接
に
結
び
つ
く
生
存
配
慮
（D

aseinsvor-

sorge

）
に
関
す
る
任
務
─
─
例
と
し
て
、
水
道
・
ガ
ス
・
電
力
等
の
供
給
に
関
す
る
任
務
、
廃
棄
物
や
下
水
等
の
処
理
に
関
す
る
任

務
、
病
院
や
高
齢
者
福
祉
施
設
の
運
営
と
い
っ
た
社
会
的
・
文
化
的
な
任
務
─
─
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
ド
イ
ツ
に

（
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お
け
る
公
共
化
論
は
、
主
に
自
治
体
レ
ベ
ル
を
中
心
と
し
て
「（
再
）
公
営
化
（(Re-)K

om
m

unalisierung

）」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

の
下
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
現
象
は
国
家
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、「（
再
）
国
家
化
（(Re-)V

erstaatli-

chung
）」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
で
も
同
様
の
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
レ
ベ
ル

を
包
括
し
た
議
論
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
ハ
ル
ト
ム
ー
ト
・
バ
ウ
ア
ー
は
、
各
レ
ベ
ル
に

お
け
る
公
共
化
現
象
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
、
新
た
に
「
公
共
化
（Publizisierung

）」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

公
共
化
論
は
、
と
り
わ
け
「
民
間
化
へ
の
反
対
運
動
」
に
関
心
を
向
け
て
い
る
。
そ
の
中
心
は
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
民
間
化
の
清
算

と
し
て
な
さ
れ
た
再
公
共
化
で
あ
り
、
か
つ
て
民
間
化
し
た
任
務
の
取
戻
し
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
民
間
化
へ
の
反
対

運
動
」
と
い
う
表
現
が
意
味
す
る
の
は
、
任
務
の
取
戻
し
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
住
民
に
よ
る
運
動
や
住
民
投
票
を

と
お
し
て
、
民
間
化
が
事
前
に
阻
止
さ
れ
る
事
例
も
み
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
立
法
に
よ
り
公
共
化
を
容
易
に
し
よ
う
と
す
る
動

き
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
例
え
ば
、
各
ラ
ン
ト
の
市
町
村
法
上
の
補
完
性
条
項
（Subsidiaritätsklausel

）
の
改
正
（
後

述
第
二
章
第
二
節
）
や
、
自
治
体
の
医
療
供
給
機
構
制
度
に
関
す
る
法
改
正
（
社
会
法
典
第
五
編
九
五
条
一
ａ
項
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
前
述
の
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン
（Rückholoption

）
の
留
保
と
の
関
係
で
、
行
政
協
働
法
の
側
面
に
も
関
心
が
及
ん
で
い
る
。

　

も
っ
と
も
、「
公
営
化
」、「
国
家
化
」
な
い
し
は
「
公
共
化
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
必
ず
し
も
民
間
化
が
前
提
に
あ
る
場
合
に
の
み

用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
元
来
私
人
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
き
た
が
、
様
々
な
理
由
か
ら
自
治
体
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
に

至
っ
た
任
務
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
単
に
公
的
任
務
に
対
す
る
国
家
や
自
治
体
の
影
響
力
の
拡
大
を
公
共
化
に
含
め
て
論
ず
る
者
も
い

る
。
ヤ
ン
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
ク
レ
メ
ン
ト
は
、
公
営
化
を
「
実
際
上
の
公
営
化
（faktische K

om
m

unalisierung

）」
と
「
規
範
的

な
公
営
化
（norm

ative K
om

m
unalisierung

）」
に
二
分
す
る
。
こ
の
う
ち
、「
実
際
上
の
公
営
化
」
と
は
、
例
え
ば
電
力
供
給
を

担
う
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
が
そ
の
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
が
公
的
任
務
に
対
す
る
事
実
上
の
影
響
力

（
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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　

を
強
め
る
こ
と
を
い
い
、「
規
範
的
な
公
営
化
」
と
は
、
自
治
体
が
法
を
通
じ
て
公
的
任
務
に
対
す
る
影
響
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
指

す
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
ま
ず
前
述
の
市
町
村
法
に
お
け
る
補
完
性
条
項
の
改
正
が
想
起
さ
れ
る
が
、
広
く
立
法
に
よ
る
規
整

（Regulierung

）
を
通
じ
た
影
響
力
の
創
出
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
公
共
化
は
様
々
な
レ
ベ
ル
で
、
か
つ
極
め
て
多
様
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
広
い
外
延

を
有
し
、
輪
郭
が
不
明
確
な
概
念
を
い
か
に
定
義
づ
け
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
綿
密
な
議
論
が
必
要
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
、

前
述
の
民
間
化
の
定
義
と
の
対
比
に
お
い
て
、
公
共
化
を
さ
し
あ
た
り
「
公
的
任
務
を
よ
り
公
共
的
な
主
体
に
移
譲
す
る
こ
と
」
と
定

義
し
て
お
く
。
も
っ
と
も
、
本
稿
で
上
記
の
す
べ
て
を
論
ず
る
余
裕
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
の
公
共
化
論
は
、
各
地
で
見

ら
れ
る
再
公
営
化
な
い
し
は
再
国
家
化
の
潮
流
を
出
発
点
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
再
公
共
化
を
対
象
と
し
た
議
論
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
の
公
共
化
論
の
関
心
の
中
心
に
あ
る
「
公
的
任
務
の
再
公
共
化
」、
す
な
わ
ち
、
か
つ

て
民
間
化
し
た
公
的
任
務
を
行
政
主
体
の
手
に
取
り
戻
す
作
用
を
中
心
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
共
化
論
は
自
治
体

レ
ベ
ル
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
も
主
に
再
公
営
化
の
場
合
を
念
頭
に
置
く
こ
と
と
す
る
。

二　

公
共
化
の
類
型

　

前
述
の
よ
う
に
、
民
間
化
論
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
類
型
化
を
行
っ
た
上
で
民
間
化
の
問
題
を
考
察
す
る
と
い
っ
た
手
法
が
採
ら

れ
て
き
た
。
同
様
に
、
公
共
化
論
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
公
共
化
論
に
お
け
る
論
者
に

よ
っ
て
は
そ
の
分
類
や
呼
称
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
も
の
の
、
民
間
化
に
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、「
組
織
の
公
共
化
」、「
財
産
の
公
共
化
」、

「
任
務
の
公
共
化
」、「
機
能
的
公
共
化
」
の
四
類
型
を
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
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（
1
）　

組
織
の
公
共
化
（
形
式
的
公
共
化
）

　

組
織
の
公
共
化
と
は
、
組
織
の
民
間
化
と
は
反
対
に
、
公
的
任
務
を
遂
行
す
る
組
織
を
、
私
法
形
式
か
ら
公
法
形
式
へ
と
転
換
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
任
務
遂
行
主
体
に
変
更
は
生
じ
な
い
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
主
に
組
織
変
更
法
（U

m
w

and-

lungsgesetz
）
一
七
四
条
以
下
に
基
づ
き
、
私
法
形
式
の
組
織
が
有
す
る
財
産
や
権
利
関
係
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、
公
法
形
式
の

組
織
に
移
転
す
る
方
法
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
や
自
治
体
が
経
営
す
る
会
社
を
解
散
さ
せ
、
解
散
手
続
に
よ
っ
て
会
社
財

産
を
取
得
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
（
株
式
会
社
法
二
六
二
条
並
び
に
有
限
会
社
法
六
〇
条
）。
し
か
し
、
私
法
形
式
の
組
織

か
ら
、
行
政
主
体
か
ら
法
的
に
独
立
し
た
公
法
形
式
の
組
織
（
例
え
ば
、
営
造
物
法
人
）
へ
と
直
接
に
組
織
形
式
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
組
織
変
更
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
州
法
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
営
造
物
法
人
等
へ
の
任
務
・
財
産
の
移
転
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
（
例
え
ば
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
自
治
体
憲
法
一
四
三
条
）。

 

（
2
）　

財
産
の
公
共
化

　

財
産
の
公
共
化
は
、
私
有
財
産
の
買
上
げ
や
公
用
収
用
（Enteignung

）
に
よ
り
、
行
政
主
体
が
財
産
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ

と
で
な
さ
れ
う
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
公
用
収
用
は
基
本
法
一
四
条
三
項
に
よ
り
、
法
律
の
根
拠
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
。
そ
の

際
、
一
般
的
利
益
に
資
す
る
こ
と
、
比
例
原
則
に
適
合
す
る
こ
と
、
適
切
な
補
償
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
要
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
連
邦
議
会
に
よ
れ
ば
、
公
用
収
用
は
、
特
に
再
公
共
化
の
場
面
に
お
い
て
は
例
外
的
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
再
公
共
化

の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
法
律
上
（
と
り
わ
け
会
社
法
上
）
あ
る
い
は
契
約
上
、
取
戻
し
の
可
能
性
が
留
保
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
公
用
収
用
は
、
再
公
共
化
の
場
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
唯
一
の
手
段
で
あ
る
場
合
に
の
み
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
で
、

財
産
を
新
た
に
公
共
化
す
る
場
合
に
は
、
公
用
収
用
が
問
題
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　
 

（
3
）　

株
式
の
取
得
に
よ
る
任
務
の
公
共
化

　

任
務
の
民
間
化
に
対
し
て
、
任
務
の
公
共
化
は
、
完
全
に
民
間
事
業
者
の
責
任
の
下
で
遂
行
さ
れ
て
い
る
任
務
に
つ
き
、
特
に
国
家

や
自
治
体
が
民
間
企
業
の
株
式
を
買
い
取
る
こ
と
で
、
任
務
遂
行
に
対
す
る
責
任
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
担
う
こ
と
を
い
う
。
わ
が
国

の
事
例
で
あ
る
が
、
前
述
の
東
京
電
力
へ
の
出
資
は
ま
さ
に
任
務
の
公
共
化
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
加
え
て
、
公
私
混
合
出
資

企
業
（gem

ischt-w
irtschaftliche U

nternehm
en

）
に
お
け
る
株
式
保
有
割
合
を
高
め
る
こ
と
も
、
任
務
の
公
共
化
に
含
め
る
論

者
も
い
る
。

 

（
4
）　

機
能
的
公
共
化
（
遂
行
部
分
の
公
共
化
）

　

機
能
的
民
間
化
に
対
し
て
、
機
能
的
公
共
化
と
は
、
公
的
任
務
の
実
施
に
関
す
る
部
分
だ
け
を
行
政
の
手
に
移
す
こ
と
を
い
う
。
し

た
が
っ
て
、
任
務
遂
行
に
か
か
る
権
限
・
責
任
に
変
動
は
生
じ
な
い
。
典
型
例
は
、
民
間
化
の
際
に
な
さ
れ
た
行
政
行
為
や
契
約
の
期

間
が
満
了
し
た
が
更
新
し
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
当
該
行
政
行
為
の
取
消
し
・
撤
回
な
い
し
契
約
の
解
除
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
任
務

の
遂
行
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
代
執
行
の
よ
う
な
作
用
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
機
能
的
再
公
共
化

の
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
任
務
の
取
戻
し
に
関
す
る
合
意
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
（
第
三
章
第
三
節
）。

三　

公
共
化
の
動
機

　

前
述
の
事
例
（
本
章
第
一
節
）
に
即
し
て
分
析
す
る
な
ら
ば
、
公
共
化
が
な
さ
れ
る
動
機
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
つ
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
市
の
事
例
の
よ
う
な
民
間
化
の
失
敗
へ
の
対
応
と
い
う
消
極
的
な
動
機
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
間
化
に
よ

り
利
潤
優
先
と
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
公
的
任
務
に
つ
い
て
、
国
家
や
自
治
体
に
よ
る
影
響
力
を
創
出
し
直
し
、
そ
の
模
範
を
示
し
直
す

こ
と
、
そ
し
て
任
務
の
質
を
改
善
し
、
料
金
を
引
き
下
げ
、
給
付
の
確
実
性
、
安
全
性
、
持
続
可
能
性
、
公
益
適
合
性
を
確
保
す
る
こ

（
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と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
私
人
に
よ
る
遂
行
の
下
で
取
引
の
相
手
方
が
優
先
と
な
っ
て
い
た
考
え
方
を
市
民
優
先
の
考
え
方
へ
と
是

正
し
、
市
民
参
加
の
可
能
性
を
拓
く
こ
と
で
市
民
を
任
務
に
近
づ
け
る
こ
と
も
目
的
に
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
共
化
は
積
極
的
な
動
機
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
例
え
ば
、
任
務
を
公
共
化
す
る
こ
と
に
よ
り
収
益
を
得
る
と
い
う
国
庫
的
・
財
政
的
な
目
的
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
民
間
化
に
よ

り
黒
字
化
し
た
事
業
を
再
公
共
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
が
経
営
す
る
赤
字
部
門
を
補
填
す
る
こ
と
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
地

域
産
業
の
強
化
や
、
雇
用
の
場
の
創
出
と
い
っ
た
地
域
政
策
上
の
目
的
も
挙
げ
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
山
口
東
京
理
科
大
学
の
公
立
化
の

事
例
も
、
地
域
振
興
や
地
域
産
業
の
強
化
と
い
っ
た
積
極
的
な
目
的
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
、
個
々
の
分
野
・
事
例
に
特
殊
な

動
機
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
事
例
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
が
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
網
を
運
営
す
る
と
い
う
環
境
政
策
上
の
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
が
直
接
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
と
政
策
推
進

と
の
整
合
化
を
図
り
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

四　

公
共
化
に
か
か
る
評
価

　

以
上
の
よ
う
な
事
例
や
動
機
を
踏
ま
え
て
、
公
共
化
は
い
か
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
公
共
化
に
肯
定
的
な
論
者

は
民
間
化
政
策
の
失
敗
を
出
発
点
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
民
間
化
が
な
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
期
待

が
実
現
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
性
急
な
決
定
に
よ
り
民
間
化
が
失
敗
に
至
る
と
い
っ
た
悪
い
面
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
民
間
化
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、
民
間
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
国
家
や
自
治
体
の
能
力
に
は
目
が

向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
進
展
の
中
で
、
あ
る
い
は
私
人
と
の
協
働
を
と
お
し
て
、
国
家
や
自
治
体
に
も
効
率
的
な
企

業
経
営
や
任
務
遂
行
に
か
か
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
身
に
着
い
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
行
政
主
体
が
積
極
的
に
任
務
遂
行
に
乗
り
出
す
こ
と
が
、

（
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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　

た
だ
ち
に
民
間
化
以
前
の
よ
う
な
窮
境
に
戻
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
公
募
や
契
約
、
さ
ら
に
は
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
要
す
る
時
間
や
取
引
コ
ス
ト
を
考
え
る
な
ら
ば
、
自
ら
の
力
で
任
務
遂
行
の
効
率
性
の
向
上
を
図
る
方
が
よ
い
と
さ
え
い

え
る
。
さ
ら
に
、
行
政
主
体
が
直
接
に
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
を
推
進
し
や
す
く
な
る
と
い
う
積
極
的
な
評
価
が
な
さ

れ
る
こ
と
は
、
前
述
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
で
あ
る
住
民
に
と
っ
て
は
、
私
的
な

事
業
者
よ
り
も
「
自
分
達
の
企
業
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
公
企
業
が
任
務
を
担
う
こ
と
で
、
安
心
感
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
公
共
化
に
慎
重
な
姿
勢
を
と
る
者
も
少
な
く
な
い
。
ま
ず
、
前
述
の
よ
う
な
肯
定
的
な
評
価
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
確

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
進
展
に
よ
り
国
家
や
自
治
体
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
小
規
模
な
自
治
体
ま
で
も
が
そ
う
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
共
化
に
よ
り
、
た
し
か
に
取
引
コ
ス
ト
は
軽
減
さ
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ

企
業
の
監
督
は
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
効
率
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
公
共
化
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
に
問
題
と
な

る
。
さ
ら
に
、
国
家
や
自
治
体
が
自
ら
経
済
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
収
益
を
得
る
と
い
う
目
的
は
、
反
対
に
失
敗
の
リ
ス
ク
を
納
税

者
た
る
住
民
に
負
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
し
、
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
と
い
っ
た
政
策
目
的
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
お
の
ず
か
ら
任
務
遂

行
の
効
率
性
は
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
公
共
化
に
あ
た
っ
て
は
、
少
な
か
ら
ず
資
金
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
支
出
を
正
当
化
で
き
る
だ
け
の
目
的
と
そ
の
実
現
可
能
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
環
境
政
策
上
の
動
機
に
つ
い
て
も
、
シ

ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
網
の
管
理
・
運
営
を
引
き
受
け
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
う
し
た
政
策
の
実
現
が
保
障
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
し
、
独
占
委
員
会
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
電
力
・
ガ
ス
供
給
事
業
の
再
公
共
化
に
よ
り
、
料
金
の
引
き
上
げ
さ
え
も
見
込

ま
れ
る
と
い
う
。

　

最
後
に
、
民
間
化
政
策
の
失
敗
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
経
験
か
ら
、
た
だ
ち
に
再
公
共
化
が
正
当
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
指

摘
も
あ
る
。
公
共
化
に
よ
り
、
か
つ
て
民
間
化
が
要
請
さ
れ
た
時
と
同
様
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ゆ
え

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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に
、
再
公
共
化
だ
け
で
な
く
─
─
と
り
わ
け
再
公
営
化
の
場
合
に
は
、
市
町
村
区
域
内
に
適
切
な
担
い
手
が
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
近

隣
市
町
村
の
事
業
者
も
視
野
に
含
め
て
─
─
再
民
間
化
に
よ
り
状
況
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

五　

公
的
任
務
の
再
配
分
プ
ロ
セ
ス

　

以
上
の
よ
う
に
、
公
共
化
に
関
し
て
は
賛
否
両
論
あ
る
が
、
目
下
の
公
共
化
の
議
論
に
お
い
て
は
、
近
年
の
再
公
共
化
の
傾
向
を
と

ら
え
て
、「
国
家
よ
り
も
民
間
」
の
考
え
方
か
ら
「
民
間
よ
り
も
国
家
」
の
考
え
方
へ
、
あ
る
い
は
「
公
共
か
ら
民
間
へ
、
そ
し
て
再

び
元
の
方
へ
」
と
い
っ
た
描
写
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
。
時
と
し
て
民
間
化
と
公
共
化
の
「
路
線
対
立
（Richtungsstreit

）」

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
さ
え
も
あ
る
。
し
か
し
、
一
見
明
快
に
思
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
表
現
が
ど
こ
ま
で
状
況
を
適
切
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
か
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
近
年
に
お
い
て
公
共
化
が
相
次
い
で
確
認
さ
れ
て
い
る
主
な
原
因
は
、
二
〇

年
か
ら
三
〇
年
前
に
締
結
さ
れ
た
公
私
協
働
契
約
が
現
在
に
至
っ
て
一
斉
に
終
了
し
始
め
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
民
間
化
の
際
の
契

約
に
お
い
て
は
、
取
戻
し
の
選
択
肢
に
関
す
る
合
意
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
再
公
共
化
の
可
能
性
は
民
間
化
の
段
階
か
ら

存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
た
し
か
に
近
年
に
お
い
て
公
共
化
現
象
が
相
次
い
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
予
見
不
可
能

な
も
の
で
は
な
く
、
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
化
論
の
論
者
の
中
に
は
、
契
約
期
間
の
満
了
に
伴
う
一
連
の
再
公
共
化
事
例
に
加
え
て
、
一
部
の
民
間
化

政
策
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
経
験
か
ら
過
剰
な
反
応
を
示
し
、
公
共
化
の
傾
向
を
過
大
評
価
す
る
者
も
見
受
け
ら

れ
る
。
し
か
し
、
民
間
化
へ
の
反
対
運
動
と
し
て
な
さ
れ
た
一
連
の
公
共
化
が
、
必
ず
し
も
民
間
化
の
衰
退
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
た
し
か
に
従
来
よ
り
も
「
公
共
的
な
も
の
」
を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
実
務
上
は
、
今

日
に
お
い
て
も
並
行
し
て
民
間
化
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
民
間
化
が
一
度
失
敗
に
終
わ
っ
て
も
、
再
民
間
化
が
検
討
さ
れ

（
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（
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）
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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　

る
こ
と
も
あ
る
。
人
口
減
少
社
会
に
直
面
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
国
家
や
自
治
体
に
よ
る
任
務
遂
行
の
必
要
性
が
高
ま
る
一
方
で
、

そ
の
資
金
不
足
・
技
術
不
足
を
補
う
た
め
に
、
引
き
続
き
公
私
協
働
に
よ
る
任
務
処
理
が
求
め
ら
れ
る
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
公
共
化
と
民
間
化
は
並
び
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
目
下
の
公
共
化
の
潮
流
を
「
民
間
化
と
の
路
線
対
立
」
と
捉
え
れ
ば
、

民
間
化
の
価
値
を
見
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
バ
ウ
ア
ー
は
、
公
共
化
を
新
た
な
政
策
形
成
の
好
機
で
あ
る
と
考
え
（
第
三
章
第
一
節
で
後
述
）、
こ
れ
を
既
存

の
民
間
化
と
並
ぶ
政
策
実
現
の
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
は
、（
再
）
民
間
化
と
（
再
）
公
共

化
を
「
補
完
的
形
成
プ
ロ
セ
ス
」、
す
な
わ
ち
「
公
共
主
体
の
改
革
の
た
め
の
補
完
的
戦
略
と
し
て
相
互
に
補
充
し
合
う
」
も
の
と
把

握
す
る
。
そ
し
て
、
民
間
化
と
公
共
化
と
い
う
改
革
ア
プ
ロ
ー
チ
を
政
策
的
・
戦
略
的
に
柔
軟
に
投
入
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
肯
定
的

な
評
価
と
否
定
的
な
評
価
の
双
方
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
両
者
を
公
的
任
務
の
「
再
配
分
プ
ロ
セ
ス
（U

m
verteilungsproz-

ess

）」
と
し
て
包
括
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
以
下
本
稿
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
視
座
か
ら
、
民
間
化
と
公
共
化

を
包
括
し
て
論
じ
よ
う
。

Corporate Europe O
bservatory

とT
ransnational Institute

が
運
営
す
るW

ater Rem
unicipalisation T

racker

に
つ
い
て
は
、

以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
（http://w

w
w

.rem
unicipalisation.org/

）（
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
最
終
確
認
）。
な
お
、Rem

unicipalisation

は
、
直
訳
す
れ
ば
「
再
自
治
体
化
」
を
表
す
単
語
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
るRekom

m
unalisierung

と
同
義
で
あ
る
た
め
（
後
述
註
（
30
））、

「
再
公
営
化
」
の
訳
を
あ
て
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
岸
本
聡
子
ほ
か
『
安
易
な
民
営
化
の
つ
け
は
ど
こ
に
─
─
先
進
国
に
広
が
る
再
公
営
化
の
動
き
』（
イ
マ
ジ
ン
出
版
、
二

〇
一
八
年
）
三
三
頁
以
下
で
は
、
そ
の
後
二
年
間
の
調
査
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
世
界
三
三
ヶ
国
で
二
六
七
の
水

道
再
公
営
化
事
例
が
確
認
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
吉
村
和
就
「
海
外
の
水
道
事
業
は
本
当
に
再
公
営
化
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
─
─

再
公
営
化
率
は
わ
ず
か
一
％
以
下
で
あ
る
」
水
道
公
論
五
五
巻
五
号
（
二
〇
一
九
年
）
四
八
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、
こ
の
報
告
で
は
民
間
化
事
業
の

（
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）

（
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）

（
62
）
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母
数
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
道
事
業
民
間
化
の
反
対
論
者
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
数
字
の
み
を
強
調
し
て
い
る
と
の
批
判
も
あ
る
た
め
、
よ
り

冷
静
な
分
析
が
必
要
と
な
る
。

本
事
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、H

artm
ut Bauer, Zukunftsthem

a „Rekom
m

unalisierung

”, D
Ö

V
 2012, S. 329 ff. (S. 330f.).

岸
本
聡
子
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
公
営
化
が
な
ぜ
進
ん
で
い
る
の
か
」
世
界
二
〇
一
九
年
六
月
号
一
九
九
頁
以
下
（
二
〇
一
頁
以
下
）。

賴
俊
輔
「
日
本
の
海
外
水
道
事
業
へ
の
関
わ
り
方
の
検
討
─
─
世
界
の
『
再
公
営
化
』
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
水
道
改
革
の

事
例
か
ら
」
地
方
財
政
二
〇
一
七
年
二
月
号
二
八
八
頁
以
下
（
三
〇
五
頁
以
下
）。

吉
村
前
掲
註
（
2
）、
四
八
頁
以
下
を
参
照
。

日
本
地
方
自
治
セ
ン
タ
ー
、
自
治
体
国
際
化
協
会
ロ
ン
ド
ン
事
務
局
（Japan Local Governm

ent Centre, Council of Local 
A

uthorities for International Relations, London

）「
ハ
ン
ブ
ル
ク
都
市
州
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
の
『
再
市
営
化
』」http://

w
w

w
.jlgc.org.uk/jp/w

p-content/uploads/2015/02/50492f2cca0396b7b10c7878f7110e5f.pdf

を
参
照
（
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
最

終
確
認
）。

山
下
紀
明
「
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
と
再
公
有
化
、
日
本
の
自
治
体
新
電
力
の
黎
明
」
ド
イ
ツ
研
究
五
二
巻
（
二
〇
一
八
年
）
一

二
六
頁
以
下
（
一
二
〇
頁
以
下
）。
な
お
、
電
力
供
給
の
分
野
に
限
ら
ず
、
水
道
事
業
の
分
野
に
お
い
て
も
、
市
民
主
導
で
公
共
化
が
推
進
さ
れ

た
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
市
の
水
道
事
業
の
再
公
営
化
事
例
に
つ
い
て
、H

. Bauer, a. a. O
. (Fn. 3), S. 331 ff.

を

参
照
。山

下
紀
明
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
発
電
・
小
売
事
業
と
配
電
事
業
の
再
公
有
化
の
推
進
要
因
」
経
済
論
叢
一
九
〇
巻
四
号
（
二
〇
一
七

年
）
五
三
頁
以
下
。

矢
島
正
之
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
電
気
事
業
の
再
公
営
化
の
動
向
と
評
価
」
公
益
事
業
研
究
第
六
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
頁
以
下
。

山
下
前
掲
註
（
9
）、
一
二
九
頁
以
下
。

矢
島
前
掲
註
（
10
）、
一
七
頁
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
失
敗
に
起
因
す
る
病
院
施
設
の
公
共
化
の
事
例
と
し
て
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
近
江
八
幡
市
病
院
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
事
例
が
あ

る
。
堀
田
真
里
「
わ
が
国
に
お
け
る
病
院
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」
東
洋
大
学
経
営
論
集
七
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
四
九
頁
以
下
、
佐

野
修
久
「
契
約
解
除
事
例
か
ら
み
た
病
院
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
課
題
」
年
報
公
共
政
策
学
五
巻
（
二
〇
一
一
年
）
五
七
頁
を
参
照
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
に

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
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）
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）
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）
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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　

関
連
す
る
事
例
と
し
て
、
津
和
野
町
共
存
病
院
の
公
共
化
事
例
が
あ
る
。
読
売
新
聞
［
島
根
］
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
三
日
朝
刊
三
三
頁
、
広
報

つ
わ
の
二
〇
〇
七
年
一
二
月
号
（
二
六
号
）
四
頁
を
参
照
。

広
報
さ
ん
よ
う
お
の
だ
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
号
（
二
三
五
号
）（https://w

w
w

.city.sanyo-onoda.lg.jp/uploaded/attachm
ent/

8924.pdf

）
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
最
終
確
認
）。
ま
た
、
こ
れ
と
同
様
の
背
景
で
、
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
が
運
営
し
て
き
た

「
諏
訪
東
京
理
科
大
学
」
も
、
二
〇
一
八
年
四
月
よ
り
、
諏
訪
地
域
六
市
町
村
（
岡
谷
市
、
諏
訪
市
、
茅
野
市
、
下
諏
訪
町
、
富
士
見
町
、
原

村
）
か
ら
な
る
諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
（
地
方
自
治
法
二
八
四
条
二
項
の
一
部
事
務
組
合
）
に
よ
り
、
公
立
大
学
法
人
化
が
な
さ
れ
て
い

る
。

東
京
電
力
株
式
会
社
「
第
三
者
割
当
に
よ
る
優
先
株
式
発
行
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」（http://w

w
w

.tepco.co.jp/ir/tekiji/pdf/120521-
1.pdf

）（
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
最
終
確
認
）。

人
見
剛
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
町
村
生
活
基
盤
配
慮
行
政
の
（
再
）
公
営
化
」
清
水
誠
先
生
追
悼
『
日
本
社
会
と
市
民
法
学
』（
日
本
評
論

社
、
二
〇
一
三
年
）
四
〇
三
頁
以
下
。

鈴
木
崇
弘
「
ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
─
─
行
政
契
約
の
活
用
に
留
意
し
た
分
析
─
─
（
四
・
完
）」
自
治
研
究
九
三

巻
六
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
〇
九
頁
以
下
（
一
一
一
頁
、
一
一
七
頁
）。

榊
原
秀
訓
『
地
方
自
治
の
危
機
と
法
─
─
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
・
行
政
民
間
化
・
地
方
分
権
改
革
の
脅
威
』（
自
治
体
研
究
社
、
二
〇
一
六
年
）

一
四
四
頁
以
下
。

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
民
間
活
力
推
進
方
策
研
究
会
の
報
告
（
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
晴
山
一
穂
「『
民
間
活
力
の
活
用
』

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
公
法
研
究
四
九
号
（
一
九
八
七
年
）
一
六
四
頁
以
下
。

松
塚
晋
輔
『
民
営
化
の
責
任
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
一
頁
以
下
。

三
並
敏
克
「『
民
営
化
さ
れ
た
行
政
』
へ
の
憲
法
の
適
用
」
小
林
武
ほ
か
［
編
］『「
民
」
に
よ
る
行
政
─
─
新
た
な
公
共
性
の
再
構
築
』（
法

律
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
七
頁
以
下
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
大
脇
成
昭
「
民
営
化
法
理
の
類
型
論
的
考
察
─
─
ド
イ
ツ
法
を
中
心
と
し
て
」
法
政
研
究
六
六
巻
一
号
（
一
九
九

九
年
）
二
八
五
頁
以
下
。

ゆ
え
に
、
実
質
的
な
任
務
の
遂
行
主
体
に
変
化
は
な
い
た
め
、
組
織
の
民
間
化
を
「
民
間
化
」
か
ら
除
外
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
本
稿
に

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
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）
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論　　　説

お
い
て
は
前
述
の
と
お
り
、
民
間
化
を
広
く
捉
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
民
間
化
の
類
型
に
含
め
て
い
る
。

山
本
隆
司
「
公
私
協
働
の
法
構
造
」
金
子
宏
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
公
法
学
の
法
と
政
策
（
下
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
三
二
頁

以
下
。板

垣
勝
彦
『
保
障
行
政
の
法
理
論
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
一
〇
三
頁
以
下
。

例
え
ば
、
荒
木
修
「
公
共
委
託
発
注
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
動
向
」
岡
村
周
一
・
人
見
剛
［
編
］『
世
界
の
公
私
協
働
─
─
制
度
と
理
論
』（
日

本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
九
六
頁
以
下
。

例
え
ば
、
岸
本
太
樹
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
私
協
働
論
と
行
政
契
約
論
の
発
展
・
展
開
」
岡
村
周
一
・
人
見
剛
［
編
］『
世
界
の
公
私
協
働

─
─
制
度
と
理
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
八
三
頁
以
下
。

例
え
ば
、
板
垣
前
掲
註
（
25
）、
三
宅
雄
彦
『
保
障
国
家
論
と
憲
法
学
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
三
年
）。

例
え
ば
、
松
塚
前
掲
註
（
20
）、
北
村
和
生
「『
民
』
に
よ
る
行
政
執
行
と
国
家
賠
償
」
小
林
武
ほ
か
［
編
］『「
民
」
に
よ
る
行
政
─
─
新
た

な
公
共
性
の
再
構
築
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年
）
九
八
頁
以
下
、
小
幡
純
子
「
国
家
賠
償
法
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
─
─
民
間
委
託
等
官

民
協
働
に
よ
る
行
政
活
動
を
め
ぐ
っ
て
」
法
曹
時
報
六
四
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
三
七
頁
以
下
、
六
四
巻
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
五
〇
三
頁

以
下
。大

久
保
規
子
「
協
働
の
進
展
と
行
政
法
学
の
課
題
」
磯
部
力
ほ
か
［
編
］『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅰ
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
二
三
三
頁
以

下
。

生
存
配
慮
に
つ
い
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
研
究
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
角
松
生
史
「『
現
存
在
』
へ
の
『
事
前
配
慮
』：
Ｅ
・
フ
ォ
ル
ス
ト
ホ

フ
“Daseinsvorsorge

”論
の
一
側
面
」
金
子
宏
先
生
古
稀
祝
賀
『
公
法
学
の
法
と
政
策
（
下
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。

“Kom
m

unalisierung

”は
、「
自
治
体
化
」
と
直
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
従
来
国
家
が
担
っ
て
き
た
任
務
あ
る
い
は
国
家
が
所
有

す
る
財
産
を
自
治
体
に
移
譲
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
国
と
自
治

体
と
の
関
係
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
民
営
か
ら
自
治
体
に
よ
る
遂
行
へ
と
移
行
す
る
と
い
う
意
味
で
「
公
営
化
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て

る
。
な
お
、
前
者
の
意
義
に
お
け
る
自
治
体
化
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、H

erm
ann K

. H
eußner/A

rne Pautsch, D
ie K

om
m

unalisierung 
des K

om
m

unalw
ahlrechts - Ein W

eg zur D
urchsetzung w

ahlbeteiligungssteigernder W
ahlrechtsreform

en, D
V

Bl 2016, S. 
1308 ff.

を
参
照
。

（
24
）

（
25
）

（
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）

（
27
）

（
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）

（
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）

（
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）
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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　

特
に
再
公
営
化
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
さ
し
あ
た
りChristoph Brüning, (Re-)K

om
m

unalisierung von A
ufgaben aus privater 

H
and - M

aßstäbe und Grenzen, V
erw

A
rch 100 (2009), S. 453 ff.; M

anfred Röber, Privatisierung adé?, Rekom
m

unalisierung 
öffentlicher D

ienstleistungen im
 Lichte des Public M

anagem
ents, V

erw
altung &

 M
anagem

ent 2009, S. 227 ff.; H
artm

ut 
Bauer/Christiane Büchner/Lydia H

ajasch (H
rsg.), Rekom

m
unalisierung öffentlicher D

aseinsvorsorge, 2012.; H
artm

ut 
Bauer, Zukunftsthem

a 

“Rekom
m

unalisierung

”,a. a. O
. (Fn. 3) ; M

artin Burgi, Privatisierung und K
om

m
unalisierung aus 

rechtsw
issenschaftlicher Sicht, in: Jörn Ipsen (H

rsg.), Rekom
m

unalisierung von V
ersorgungsleistungen?, S. 13 ff.; A

nnette 
Guckelberger, D

ie Rekom
m

unalisierung privatisierter Leistungen in D
eutschland, V

erw
A

rch 104 (2013), S. 161 ff.; A
nna 

Leisner-Egensperger, Rekom
m

unalisierung und Grundgesetz, N
V

w
Z 2013, S. 1110 ff.; D

ietrich Budäus/D
ennis H

ilgers, 
M

utatis M
utandis: Rekom

m
unalisierung zw

ischen Euphorie und Staatsversagen, D
Ö

V
 2013, S. 701 ff.; T

horsten Ingo 
Schm

idt, Rechtliche Rahm
enbedingungen und Perspektiven der Rekom

m
unalisierung, D

Ö
V

 2014, 357 ff.; A
xel K

afka, 
Rekom

m
unalisierung als M

otor im
 Bereich des kom

m
unalen Energierechts, in: T

im
o H

ebler/Reinhard H
endler/ 

A
lexander Proelß/Peter Reiff(H

rsg.), K
om

m
unaler U

m
w

eltschutz, 2014, S. 87 ff.; M
atthias K

nauff, Zurück zur kom
m

unalen 
D

aseinsvorsorge in der Energieversorgung, EnW
Z 2015, S. 51 ff.; Jan H

enrik K
lem

ent, A
uf der Suche nach dem

 
öffentlichen Zw

eck, D
ie V

erw
altung 48 (2015), S. 55 ff.; T

horsten K
ingreen/Jürgen K

ühling, K
om

m
unen als T

rägerinnen 
M

edizinischer V
ersorgungszentren, D

Ö
V

 2018, S. 890 ff.

を
挙
げ
て
お
く
。
ま
た
、
邦
語
に
翻
訳
さ
れ
た
文
献
と
し
て
、
ヤ
ン
・
ツ

ィ
ー
コ
ー
（
人
見
剛
・
訳
）「
再
公
営
化
─
─
地
方
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
か
ら
の
転
換
？
」
立
教
法
務
研
究
（
二
〇
一
二
年
）
七
号
四
三

頁
以
下
を
参
照
。

公
共
化
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、H

artm
ut Bauer, Publizisierung, Begriff - Befunde - Perspektiven, JZ 2014, S. 1017 ; H

artm
ut 

Bauer/M
arek Szew

czyk/Bozena Popow
ska/M

ichael M
eier/A

drian Fuks (H
rsg.), Publizisierung öffentlicher A

ufgaben.;

邦

語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
ハ
ル
ト
ム
ー
ト
・
バ
ウ
ア
ー
（
矢
島
聖
也
・
訳
）「
公
共
化
の
実
際
と
指
針
─
─
公
共
の
回
帰
」
阪
大
法
学
六

八
巻
五
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
五
七
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
“Publizisierung

”と
類
似
の
概
念
と
し
て
、
“Publizierung

”や

“Publifizierung

”と
い
う
概
念
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
は
「
公
法
化
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
法
学
上
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

た
め
、
バ
ウ
ア
ー
は
こ
れ
ら
と
の
混
同
を
避
け
る
べ
く
“Publizisierung

”と
い
う
造
語
を
用
い
る
。
と
り
わ
け
、
“Publifizierung

”の
用
語
の

（
33
）

（
34
）
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論　　　説

使
用
例
と
し
て
、W

olfgang Löw
er, Rechtsverhältnisse in der Leistungsverw

altung, N
V

w
Z 1986, S. 794 ff. (S. 799

）
は
、「
オ
ッ

ト
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、
国
家
の
給
付
行
政
を
公
法
領
域
に
位
置
付
け
る
（publifizieren

）
た
め
に
、
と
り
わ
け
営
造
物
と
い
う
法
形
式
を
採
用

し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、Christoph Reichard, D

er D
ritte Sektor, D

Ö
V

 1988, S. 363 ff. (S. 367

）
は
、
公
益
的
な
私
的
主
体
を
投
入
す
る

こ
と
で
「
私
的
な
組
織
体
制
を
『
自
治
体
に
組
み
込
む
（K

om
m

unalisierung

）』
あ
る
い
は
『
公
法
秩
序
に
組
み
込
む
（Publifizierung

）』

こ
と
に
な
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

H
. Bauer, a. a. O

. (Fn. 3), S. 333.

補
完
性
条
項
の
「
調
節
ね
じ
」
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
後
述
す
る
。
医
療
供
給
機
構
に
つ
き
、 K

ingreen/ K
ühling, a. a. 

O
. (Fn. 33), S. 890 ff.

C. Brüning, a. a. O
. (Fn. 33), S. 454 f.

J. H
. K

lem
ent, a. a. O

. (Fn. 33), S. 58 f.

再
公
営
化
に
関
す
る
論
文
で
は
あ
る
が
、H

. Bauer, a. a. O
. (Fn. 33), S. 29 ff.; M

 Burgi, a. a. O
. (Fn. 33), S. 23 ff.; T

. I. Schm
idt, 

a. a. O
. (Fn33), S. 358f.; J. H

. K
lem

ent, a. a. O
. (Fn. 33), S. 58.

民
間
化
と
同
様
に
、
公
共
化
の
類
型
も
論
者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
類
似
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
の
内
容
が
異
な
る
場
合
も

あ
り
、
完
全
に
一
致
し
た
分
類
法
は
存
在
し
な
い
。
本
稿
で
は
、
後
述
の
「
公
的
任
務
の
再
配
分
プ
ロ
セ
ス
」
の
観
点
か
ら
、
民
間
化
と
の
対
比

で
分
類
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
単
純
な
分
類
法
は
、
今
後
の
公
共
化
論
の
展
開
の
中
で
見
直
さ
れ
、
修
正
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

公
共
化
の
類
型
に
つ
い
て
は
、H

. Bauer, a. a. O
. (Fn. 3), S. 336f.; M

. Burgi, a. a. O
. (Fn. 33), S. 23 ff.; J. H

. K
lem

ent, a. a. O
. (Fn. 

33), S. 58.; T
. I. Schm

idt, a. a. O
. (Fn. 33), S. 358.;

ヤ
ン
・
ツ
ィ
ー
コ
ー
（
人
見
・
訳
）
前
掲
註
（
33
）、
五
一
頁
以
下
を
参
照
。

Bernw
ard W

ollenschläger (H
rsg.), Effektive staatliche Rückholoptionen bei gesellschaftlicher Schlechterfüllung, 

N
om

os 2006, S. 150 ff.
B. W

ollenschläger, a. a. O
. (Fn. 41), S. 152 f.

再
公
共
化
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、D

eutscher Bundestag, Sachstand: Rekom
m

unalisierung und Enteignung (2016),

（https://w
w

w
.bundestag.de/blob/425328/224a16281097809a9cd2508acb6035da/w

d-3-131-16-pdf-data.pdf

）
を
参
照
（
二
〇

一
九
年
九
月
三
〇
日
最
終
確
認
）。

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
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）

（
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）
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40
）
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）
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公的任務の公共化にかかる法学的課題（一）　
D

eutscher Bundestag , a. a. O
. (Fn. 43), S. 4 f.

M
. Burgi, a. a. O

. (Fn. 33), S. 25.
Budäus/H

ilgers, a. a. O
. (Fn. 33), S. 705; A

. K
afka, a. a. O

. (Fn. 33), S. 92 ff.;A
. Guckelberger, a. a. O

. (Fn. 33), S. 163 ff.;T
. 

I. Schm
idt, a. a. O

. (Fn. 33), S. 358. u. s. w
.

Bundeskartellam
t, D

er Staat als U
nternehm

er 

─(Re-)K
om

m
unalisierung im

 w
ettbew

erbsrechtlichen K
ontext

─, 
A

rbeitspapir vom
 2. O

ktober 2014, S. 22.; A
. K

afka, a. a. O
. (Fn. 33) S. 93; A

. Guckelberger, a. a. O
. (Fn. 33), S. 166.; C. 

Brüning,a. a. O
. (Fn. 33),S. 453.; M

artin T
. W

. Rosenfeld, Rekom
m

unalisierung statt Privatisierung: D
ie richtige A
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